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＜はじめに＞ 

いじめは，いじめを受けた児童生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し，その心身の健全な成長

及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず，その生命又は身体に重大な危険を生じさせるお

それがあるものである。 
そこで，学校・家庭・地域が連携していじめ問題を克服するために，国の「いじめ防止対策推進

法」，「仙台市いじめ防止基本方針」を基に，当校の「いじめ防止基本方針」を定める。 
 
（１）基本的考え方 
■いじめの防止等の対策に関する基本理念 

いじめ防止推進対策法（平成２５年法律第７１号。以下「法」という。） 

■いじめの定義（法第２条より） 

「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等

と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネ

ットを通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を

感じているものをいう。 

  上記のいじめの定義を踏まえ，いじめはどの子供にも，どの学校でも起こりうるものである，

との認識をもって，対応にあたる。※具体的ないじめの態様は，P14「七小 お困りアンケート」を参

照。 

 
（２）いじめの構造 
  いじめは，単にいじめを受けている子供といじめている子供との関係だけでとらえることはできな

い。いじめには役割があり，「四層構造」になっている。まず，いじめる側（加害者）といじめられ

る側（被害者）がいる。さらに観衆としていじめをあおったり面白がったりしている者，最後にいじ

めを見て見ぬふりをしている傍観者がいる。これをいじめの四層構造という。また，仲が良さそうに

見える集団においても，集団内に上下関係があり，それがいじめにつながるケースもある。 
いじめの当事者だけでなく周りの子供たちへの指導も大切であり，集団の中でいじめを許容する雰

囲気を変えていかないといじめはなくならない。 
  
 
 
 
 

○ いじめの防止等のための対策は，いじめが全ての児童等に関係する問題であることに鑑み，

児童等が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよう，学校の内外を問わずいじ

めが行われなくなるようにすることを旨として行われなければならない。 
○ いじめの防止等のための対策は，全ての児童等がいじめを行わず，及び他の児童等に対して

行われるいじめを認識しながらこれを放置することがないようにするため，いじめが児童等

の心身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する児童等の理解を深めることを旨として行

われなければならない。 
○ いじめの防止等のための対策は，いじめを受けた児童等の生命及び心身を保護することが特

に重要であることを認識しつつ，国，地方公共団体，学校，地域住民，家庭その他の関係者

の連携の下，いじめの問題を克服することを目指して行われなければならない。 

傍観者 観衆 加害者 
被害者 

１ いじめ問題に関する基本認識 



 
 
 
＜基本理念＞ 
学校教育目標 
『創造的な知性とたくましい心と体をもち，自分らしさを発揮しながら共に生きる子どもの育成』 
 
（１）いじめを許さない学校・学級づくり 
  学校生活において，子供同士のトラブルは，日常的なものである。しかし，そうしたトラブル

がいじめへと発展していくことがないように，未然防止を図ることが重要である。 
 
  ■いじめの未然防止・早期発見・早期対応のための４つの柱 
 
 
 
 
 
 
（２）いじめの未然防止に向けての手立て 
  「発生してから対応する（事後対応）」という考え方ではなく，「問題が発生しにくい学校風土

を作る（未然防止）」という考え方への転換が求められている。発生した後の対応ばかりに力を

注ぐのではなく，いじめが起きないようにすることや起きにくくするために力を尽くすという取

組が重要である。子供を被害者にさせないだけでなく，加害者にもさせない「未然防止」に努め

なければならない。 
 

◇いじめを許さない子供を育てる教育活動 
   ・いじめゼロに向けた児童の主体的な取組を促進する。 
   ・道徳，総合的な学習の時間，学級活動，各教科を中心に，学校教育活動全体を通じて，い

じめを生まない人間関係や集団づくりを指導・推進する。 
  

■学級経営の充実 
    ・子供一人一人の居場所が保障された安らぎのある学級をつくる。 

・子供に対する教師の受容的，共感的態度により，子供一人一人のよさが発揮され，互い 
 を認め合う学級をつくる。 

    ・子供の自発的，自治的活動を保障し，規律と活気のある学級集団づくり行う。 
    ・正しい言葉遣いができる集団を育てる。 
    ・学級のルールや規範がきちんと守られるような指導を継続して行う。 
    ・児童の実態を「七小お困りアンケート」や市教委「いじめ調査」、欠席・遅刻・早退の

日数等の活用により把握する。 
    ・自らの学級経営の在り方を定期的に見つめ直し，見通しをもって学級経営を行う。 
  

■児童が主体的に参加・活躍できる授業づくり 
    ・「自己決定」・「自己存在感」・「共感的人間関係」のある授業づくりを行う。 
    ・児童が主体的に参加・活躍できるような授業づくりを行う。 
    ・児童が「できる喜び」や「わかる喜び」を実感できる授業づくりを行う。    

・道徳や学級活動の中で，いじめを題材として取り上げ，話合い活動を通していじめの未 
 然防止や解決の手立て，いじめの心理について学習する。 

◇ いじめを許さない子供を育てる教育活動 
◇ いじめの早期発見・早期対応に向けた組織的・計画的取組 
◇ 教育相談体制の充実 
◇ 教師の意識の向上 

２ いじめの未然防止のために 



 
 
 
仙台市は，『いじめはしない・させない・許さない』の考え方を基本に，「いじめは早期発見・早

期対応が重要」との姿勢の下，「地域とともに歩む」学校づくりを推進している。 
 
（１）いじめの早期発見・早期対応への取組 

◇いじめの早期発見・早期対応に向けた組織的・計画的取組 
   ・学校独自の「いじめ防止基本方針」を策定し，教職員がいじめを把握した場合の報告のル

ートやその後の対応協議など，組織的な情報集約化や対応のための校内体制を策定する。 
 ・定期的ないじめの実態把握調査（毎年全市的に実施するもの）だけでなく，学校独自の「七

小お困りアンケート」の毎月の実施など，学校としてのいじめの実態把握・早期発見のた

めの取組を実施・推進する。 
 

◇教育相談体制の充実 
   ・「いじめ防止対策委員会」を組織し，いじめに対して全校体制で取り組む。 
   ・いじめの相談体制を児童や保護者に周知し，相談しやすい環境を整える。 
   ・いじめの防止等に関する学校の取組状況を学校だより等で広報し，地域や家庭との連携を

十分に図る。 
■七北田小学校のいじめ相談体制 

 
 
 
 

◇教師の意識の向上 
   ・いじめ対策担当が受講した研修会の内容を全教職員に伝え，教職員全員のいじめ

に対する理解を深める。 
   ・「七小お困りアンケート」「いじめ調査」の結果を全職員で共有し，児童の心身の

状態を把握・改善することに努める。 
 
（２）いじめを早期発見する手立て 

 ○教師と子供との日常の交流を通した発見 
  ・授業中や休み時間における子供との会話を通して，気になる様子に目を配る。 
 ○複数の教員の目による発見 

  ・多くの教師が様々な学習活動を通して子供たちに関わることにより，発見の機会を増やす。 
○アンケート調査や教育相談を通した把握 

  ・子供が希望するときには，すぐに面談ができる体制を整える。 
○保護者からの相談や地域からの連絡 

  ・いじめに関する学校の考え方や取組を周知し，共通認識にたった上で協力を求める。 
 
 

児童からの相談：担任，養護教諭，さわやか相談員，スクールカウンセラー 
保護者，地域住民からの相談：担任，教頭，教務，生徒指導担当 

３ いじめの早期発見・早期対応のために 



 
 

■発見から指導，組織的対応の展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （１）情報の整理 
    ・発見までの経緯 
    ・いじめの態様，関係者（被害者，加害者，周囲の子供，学級・学年）の特徴 
  （２）対応方針 
    ・緊急度の確認（「自殺」「不登校」「脅迫」「暴行」「物損」等の危険度を確認） 
    ・事情聴取や指導の際に留意すべきことを確認 
  （３）役割分担 
    ・被害者からの事情聴取と支援担当  ・加害者からの事情聴取と指導担当 
    ・周囲の児童と全体への指導担当   ・保護者，関係機関への対応担当 
                          （※市教委への事故一報，随時続報） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ いじめの情報（気になる情報）のキャッチ 

２ いじめ防止対策委員会（常設委員会） 

３ 対応方針の決定・役割分担 

４ 事実の究明と支援・指導 

・「いじめ実態把握調査」での記述 
・いじめが疑われる言動を目撃 
・ノート等から気になる言葉を発見 
・子供や保護者，地域からの訴え 
・アンケート調査から発見 
・同僚からの情報提供 

独断で判断して， 
解決を焦らない 

必ず報告 
 

▲担任が陥りやすい傾向 
・自分の責任と思い詰め，自分

だけで解決しようとする。 
・指導力が否定されたと感じる。 
・解決を焦る。 

生徒指導担当 
いじめ対策担当 

校長，教頭，主幹教諭，教務主任，生徒指導主任，いじめ対策担当，学年主任，担任，養護教諭，教育相談主任，スクールカウンセラー 

〈事情聴取の際の留意事項〉 
・事情聴取は，人目につかないような場所や時間帯に配慮して行う。 
・関係者からの情報に食い違いがないか，複数の教員で確認しながら聴取を行う。 
・情報提供者についての秘密を厳守し，報復などが起こらないように細心の注意を払う。 

〈事情聴取の段階でしてはならないこと〉 
・被害者と加害者から同じ場所で同時に事情を聴くこと。 
・注意，叱責，説教だけで終わること。 
・双方の言い分を聞いて，すぐに仲直りを促すような指導をすること。 
・ただ単に謝ることだけで終わらせること。 

最初に認知した 
教職員 

学級担任 

学年主任 
教頭 校長 

いじめ調査委員会（臨時委員会） 
重大事態 

４ いじめの発見から解決まで 

※発生したいじめを適切な方法で解決

する能力も指導力の一つと認識する。 



（１）被害者（いじめられた子供）への対応 
 【基本的な姿勢】 
  ・いじめを受けている児童やいじめを知らせに来た児童に被害が及ばないように安全を確保する。 

・いかなる理由があっても，徹底していじめられた子供の味方になる。 
  ・子供の表面的な変化から解決したと判断せず，支援を継続する。 
 【事実の確認】 
  ・担任を中心に複数の教員で対応し，子供が話しやすい環境をつくる。 
  ・子供の話にじっくりと耳を傾け，共感しながら事実を聞いていく。 
 【支援】 
  ・学校は，絶対にいじめを許さないことを伝える。 
  ・自己肯定感の喪失を食い止めるよう，子供のよさや優れているところを認め，励ます。 
  ・いじめている側の子供との今後の付き合い方など，行動の行方を具体的に指導する。 
  ▲「君にも原因がある」「がんばれ」などという指導や安易な励ましはしない。 
 【経過観察】 
  ・連絡ノートの交換や面談等を定期的に行い，不安や悩みの解消に努める。 
  ・自己肯定感を回復できるよう，授業，学級活動等での活躍の場や，友人との関係づくりを支

援する。 
  
（２）加害者（いじめた子供）への対応 
【基本的な姿勢】 

  ・いじめを行った背景を理解しつつ，行った行為に対しては毅然とした態度で指導する。 
  ・自分はどうするべきだったのか，これからどうしていくのか内省させる。 
 【事実の確認】 
  ・担任を中心に複数の教員で対応し，子供が話しやすい環境をつくる。 
  ・対応する教師は，中立の立場で事実確認を行う。 
 【指導】 
  ・学校は，絶対にいじめを許さないことを伝える。 
  ・被害者の辛さに気付かせ，自分が加害者であることの自覚をもたせる。 
  ・いじめに至った心情やグループ内等での立場をじっくり聴き，今後の行動の仕方について考

えさせる。 
  ▲被害者側の話だけで判断して，安易に謝らせて終わりにするといった指導はしない。 
 【経過観察】 
  ・連絡ノートの交換や面談等を定期的に行い，教師との交流を続けながら気持ちの変化を見守

っていく。 
  ・授業，学級活動等を通して，友人とのよい関係づくりを指導・支援する。 
 
（３）観衆，傍観者への対応 
【基本的な姿勢】 

  ・いじめは，学級や学年全体の問題として対応していく。 
  ・いじめの問題に，教師が児童とともに本気で取り組んでいる姿勢を示す。 
 



 【事実の確認】 
  ・具体的な事実を知っている子供には，個別に話を聞く。 
 【指導】 
  ・学校は，絶対にいじめを許さないことを伝える。 
  ・被害者の辛さに気付かせ，自分たちも加害者の一員であることの自覚をもたせる。 
  ・いじめを止めたり，教師に知らせたりすることは，辛い立場にある人を救うことであり， 
   人権と命を守る立派な行為であることを伝える。 
  ・これからどのように行動したらいいのか，いじめを許さない集団づくりに向けた話し合いを

深める。 
 【経過観察】 
  ・授業や学級活動，学校行事等を通して，お互いを認め合う集団づくりをしていく。 
  ・いじめが解決したと思われる場合でも，十分な注意を怠らず，継続して指導を行っていく。 
 
（４）保護者との連携 
【いじめられている子供の保護者との連携】 

  ・事実が確認された時点で速やかに面談を行い，学校で把握した事実を正確に伝える。 
  ・学校として徹底して子供を守り，支援していくことを伝え，対応の方針を具体的に示す。 
  ・対応経過をこまめに伝えるとともに，保護者からの子供の様子等について情報提供を受ける。 
  ・いじめの全貌が分かるまで，相手の保護者への連絡を避けることを依頼する。 
  ・対応を安易に終結せず，経過を観察する方針を伝え，理解と協力を得る。 
  ▲保護者からの訴えに対し，安易に「うちのクラスには，いじめはない」などという発言をしない。 
    →事実を調べ，いじめがあれば子供を必ず守る旨を伝える。 
  ▲「お子さんにも問題があるからいじめられる」などの誤った発言をしない。 
  ▲電話で簡単に対応することはしない。 
 
 【いじめている子供の保護者との連携】 
  ・事実が確認された時点で速やかに面談を行い，学校で把握した事実を正確に伝えるとともに，

その場で子供に事実の確認をする。 
  ・相手の子供の状況を伝え，いじめの深刻さを認識してもらう。 
  ・指導の経過と子供の変容の様子等を伝え，指導に対する理解を求める。 
  ・誰もが，いじめる側にも，いじめられる側にもなりうることを伝え，学校としては事実につ

いて指導し，よりよく成長させたいと考えていることを伝える。 
  ・事実を認めなかったり，学校の対応を批判したりする保護者に対しては，改めて事実確認と

学校の指導方針，教師の子供を思う信念を示し，理解を求める。 
 
【保護者との日常的な連携】 

  ・年度当初から，学校だよりや学校ＨＰ等で，いじめ防止に対する学校の認識や，対応方針・

方法などを周知し，協力と情報提供を依頼する。 
  ・いじめや暴力の問題の発生時には，いじめられる側，いじめる側にどのような支援や指導を

行うのか，対応の方針等を明らかにしておく。 
 



 
 
 
（１）重大事態の意味 
  法第２８条第１項において，次に掲げる場合を，いじめの重大事態としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）重大事態発生時の対応 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈重大事態に対する調査主体の判断・指示〉 
 
 

〈学校が主体〉              〈市教育委員会が主体〉 
 
                      連携 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑

いがあると認めるとき。 
②いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なく

されている疑いがあると認めるとき。 
※「生命，心身又は財産に重大な被害」とは 
 ・児童が自殺を企図した場合    ・身体に重大な傷害を負った場合 
 ・金品等に重大な被害を被った場合 ・精神性の疾患を発症した場合  など 
※「相当の期間学校を欠席」とは 
 ・不登校の定義を踏まえ，年間３０日を目安とする。 

いじめ事案 

いじめ防止対策委員会による対応 

仙台市教育委員会への報告 

いじめ調査委員会の設置 
 
 
       ＋ いじめ防止対策

委員会 

学校評議員 
ＰＴＡ役員 
学校医 
関係機関等 

市教育委員会の付属機関 

仙台市教育委員会への報告 

市長への報告 

５ 重大事態への対処 



 
 
 

 職員会議等 未然防止に向けた取組 早期発見に向けた取組 
４月 

 
 
 
 
 
 

   

５月 
 
 
 

   
 
 
 

６月  
 
 

  

７月 
 
 
 

   

８月 
 

   

９月 
 
 

   

10 月 
 
 

 
 
 
 

  

11 月    

12 月    

１月    

２月    

３月 
 
 
 

   

【道徳教育との関連（全学年）】 
 
 
 

学校，学年間の情報交換 
指導記録の引き継ぎ 

いじめ防止対策委員会 
いじめに関する指導方針・ 
指導計画の確認 

保護者へのいじめ対策の説明と啓発【懇談会】 

学級開き・人間関係づくり・学級のルールづくり 
【学級活動】 

「命の尊重」をテーマにした学習 

「感謝と思いやり」をテーマにした学習 

保護者面談【全校児童対象】 

児童理解の会 

いじめ防止対策委員会 

行事（学習発表会）を通した人間関係づくり 

いじめに関する研修会の伝講・周知（担当者） 

本年度の課題検討 
指導記録の引き継ぎ 

「信頼・友情」をテーマにした学習 

６ いじめに関わる教育指導計画 

行事（１年生を迎える会）

を通した人間関係づくり 

七小お困りアンケート 
 

市いじめ実態調査 

児童情報の交換・共有【定例】 
 

行事（６年生を送る

会）を通した人間関係

行事（運動会）を通した 
人間関係づくり 

児童情報の交換・共有【定例】 

児童情報の交換・共有【定例】 
 

児童情報の交換・共有【定例】 
 

児童情報の交換・共有【定例】 
 

児童情報の交換・共有【引継確認】 
 

児童情報の交換・共有【定例】 
 

なかよしタイム（たてわり）

を通した人間関係づくり 

児童理解の会 

児童理解の会 

なかよしタイム（たてわり）

を通した人間関係づくり 

なかよしタイム（たてわり）

を通した人間関係づくり 

なかよしタイム（たてわり）

を通した人間関係づくり 



 
 

■「仙台市立七北田小学校いじめのないクラスを作るためのチェックリスト」 

『仙台市立七北田小学校いじめのないクラスを作るためのチェックリスト』 
 いじめへの対応で大切なことは，いじめの兆候に早く気付き，早期に対応することです。学校 
で注意しておきたい「いじめのサイン」としては，次のようなものがあげられます。 
○チェックリストを活用し，学級を見直すことで 今後の指導に生かしていきましょう。 

時間帯 チェック 項       目 
 
 

朝の会 

 遅刻・欠席・早退が増えている。 
 始業時間ぎりぎりの登校が目立つ。 
 表情がさえず，うつむきがちになる。 
 健康観察の際の返事に元気がない。ぼんやりしている。 
 持ち物が紛失したり，落書きされたりする。 

 
 
授業開始時 

 忘れ物が多くなる。 
 用具・机・椅子等が散乱している。 
 周囲が何となくざわついている。 
 一人だけ遅れて教室に入る。 
 席を替えられている。 

 
 

授業中 

 頭痛・腹痛を頻繁に訴える。 
 保健室によく行きたがる。 
 グループ分けで孤立しがちである。 
 正しい答えを冷やかされる。発言すると周囲がざわめく。 
 テストの成績が急に下がり始める。テストを白紙で出す。 

 
 

休み時間 

 担任，または担任以外の教職員と一緒にいたがる。 
 教室や図書室で一人で過ごす。 
 遊ぶ友達（相手・人数）が大きく変わった。 
 今まで一緒だったグループから外れている。 
 訳もなく階段や廊下を歩いていたり，用もないのに職員室に来たりする。 
 友達と一緒でも表情が暗い。オドオドした様子で友達についていく。 
 理由もなく服を汚していたり，ボタンが取れていたりする。 

 
 

給食時 

 机を寄せて席を作ろうとしない。 
 その子供が配膳すると嫌がられる。 
 食べ物にいたずらされる。（盛りつけをしない。わざと多く盛られる。） 
 好きな物を他の子にあげようとする。 
 食欲がない。 
 笑顔がなく，黙って食べている。 

 
 

清掃時 

 その子供の机や椅子だけが運ばれず，放置されている。 
 その子供の机や椅子をふざけながら蹴ったり，掃除用具で叩いている。 
 他の子供と一人離れて清掃している。 
 皆の嫌がる分担をいつもしている。 
 目の前でゴミを捨てられる。 

 

７ 関連資料 



 
時間帯 チェック 項       目 

 
 

放課後 

 下校が早い。あるいは，いつまでも学校に残っている。 
 玄関や校門付近で，不安そうな顔をしてオドオドしている。 
 みんなの持ち物を持たされている。 
 通常の通学路を通らずに帰宅する。 
 靴や鞄，傘など，持ち物が紛失する。靴箱にいたずらされる。 

 
 

その他 

 教科書や机，掲示物にいたずら書きをされる。 
 叩かれる，押される，蹴られる，突かれるなど，ちょっかいを出される。 
 けがの状況と本人が言う理由が一致しない。 
 独り言を言ったり，急に大声を出したりする。 
 教師と視線を合わさない。話すときに不安そうな表情をする。 
 宿題や集金などの提出が遅れる。 
 刃物など，危険なものを所持する。 

 
 
 
 
 
 
■いじめに関する相談機関（仙台市） 
 

相 談 機 関 名 所 在 地 電 話 番 号 

仙台市教育局教育相談課 
仙台市青葉区一番町 4－1－25  

東二番丁スクエア３階 
０２２－２１４－８８７８ 

仙台泉警察署 仙台市泉区泉中央 1-2-5 ０２２－３７５－７１７１ 

地域ぐるみ生徒指導推進協議会（七北田中学校） ０２２－３７２－３６４９ 

仙台市児童相談所 仙台市青葉区東照宮一丁目 18-1 ０２２－２１９―５１１１ 

宮城県警察本部少年課（いじめ１１０番） ０２２－２２１－７８６７ 

仙台法務局人権擁護部（子どもの人権１１０番） ０１２０－００７－１１０ 

仙台市精神保健福祉総合センター(はあとぽーと仙台) ０２２－２６５－２１９１ 

 



＊第１報は，事実があった時点で教頭にあげてください。（事実確認はその後でよい） 

平成２９年度 いじめ等事故報告（簡易供覧用）  七北田小 

受付日時 
平成  年  月  日（  ）  時 

分   記入者  

報告・通報

者氏名 口頭（来校） 電話 他（   ） 事故者 児童・教職員・その他 

発生日時 
平成  年  月  日（  ）  時 

分 管理下 内 ・ 外 

事故種別 
いじめ・からかい    ・暴力    ・けが 
交通事故（道路の歩き方）    声掛け/痴漢   虐待  不登校 
その他（万引・器物破損 など） （                 ） 

 
氏 名 

 

（被害者）  年  組 

（加害者） 
年  組 

事 故 の 概 要 

 

現在の対応状況 
□発見・認知 ⇒ □ 校内方針の検討・決定 ⇒ □ 保護者への連絡（指導プラン等の説明

含） 
□事実の確認（聴取） ⇒ □事実の確定 ⇒ □保護者への説明 ⇒□指導・支援（経過観察） 

【校長指示事項】 指示日  月  日 
□Ａ：解消したものと認めるが，なお見守りを続けること。 
□Ｂ：今後も，本人と保護者（加害者）に声掛け・連絡を続けること。 ＜声掛け・連絡の記録＞ 
 声掛け・連絡（第１回） 声掛け・連絡（第 2

回） 
声掛け・連絡（第 
回） 

声掛け・連絡（第 回） 

本人 月日  月日  月日  月日  
保護者 月日  月日  月日  月日  

□Ｃ：ケース会議・いじめ防止対策委員会の開催 ⇒＊「いじめ記録カード」へ記入・継続指導 

校 長 ＊教 頭 主 幹 教務主任 生徒指導主任 いじめ担当 学年主任 担 任 担 任 担 任 

          



■いじめの指導記録の共通化 
 
いじめ指導記録カード      取扱注意 

校 長 教 頭 
主幹教諭

（教務） 
生徒指導 

   
 

 
 

記入者（担任）氏名              
被害児童氏名 （フリガナ）            （         ） 

年  組 性別  年   組 男 ・ 女 

加害児童氏名 （フリガナ） 

※複数いる場合は，全員の氏名・クラスを書く。  
 
 
 
 

報告（相談）状況 

※第一報を，いつ，誰が，誰に，報告（相談）をしたか 
 
 
 
 

【いじめの概要】（誰が，誰に，いつから，場所，内容） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成   年   月   日 



【対応状況】（被害者・加害者の状況，対応内容，保護者への対応，今後の方針等） 
 
 月  日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他参考となる事項】 
 
 
 



■七
なな

小
しょう

お困り
  こま

アンケート 

 七
なな

小
しょう

お困り
   こま

アンケート  

実施
じっし

日
び

：   月
がつ

   日
にち

 

〜七
なな

北田
きた

小
しょう

のみんなが明
あか

るく楽
たの

しい学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

るために〜 

             年
ねん

  組
くみ

  名
な

前
まえ

 

  

このアンケートは，七
なな

北田
き た

小学校
しょうがっこう

のみなさんが明
あか

るく楽
たの

しい学校生活
がっこうせいかつ

を過
す

ごせるように

するために行
おこな

うものです。正直
しょうじき

に答
こた

えてください。 

 

    アンケートに答える
こた

前
まえ

に読んで
よ

ください 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1)４月
   がつ

からいままでのあいだに，だれかにいじめられたことはありますか？ □にチェ

ックしましょう。 

□ある                 □ない 

※「ある」にチェックした人
ひと

だけ次
つぎ

(うら)の質問
しつもん

にこたえてください。 

いじめとは つぎのようなことを友達
ともだち

からされて,とてもいやだと感じる
かん

ことです。 

・からかわれたり，悪口
わるぐち

やいやなことを言
い

われたりする 

    ・仲間
な か ま

はずれにされたり，無視
む し

されたりする 

・軽
かる

くぶつかられたり，遊
あそ

ぶふりをしてたたかれたり，けられたりする 

    ・ひどくぶつかられたり，叩
たた

かれたり，けられたりする 

    ・お金
かね

や物
もの

をとられる 

・自分
じ ぶ ん

の物
もの

をかくされたり，よごされたり,こわされたりする 

・いやなことやはずかしいこと,危ないことをされたり,させられたりする。 

    ・パソコンや携帯電話
けいたいでんわ

でいやなことをされる 



(2)そのいじめは，いまもつづいていますか?  □にチェックしましょう。 

□つづいている             □つづいていない 

(3)だれからいじめられましたか。次
つぎ

の中
なか

から選
えら

んでチェックしてください。 

※いくつ選
えら

んでもかまいません。 

□同じ
おな

クラスの人
ひと

   

□同じ
おな

学年
がくねん

の別
べつ

のクラスの人
ひと

   

□ほかの学年
がくねん

の人
ひと

            

□ほかの学校
がっこう

の人
ひと

 

(3)どんないじめをうけましたか。次
つぎ

の中
なか

から選
えら

んでチェックしてください。 

※いくつ選
えら

んでもかまいません。 

    □からかわれたり，悪口
わるぐち

やいやなことを言
い

われたりする 

    □仲間
な か ま

はずれにされたり，無視
む し

されたりする 

□軽
かる

くぶつかられたり，遊
あそ

ぶふりをしてたたかれたり，けられたりする 

    □ひどくぶつかられたり，叩
たた

かれたり，けられたりする 

    □お金
かね

や物
もの

をとられる 

□自分
じ ぶ ん

の物
もの

をかくされたり，よごされたり,こわされたりする 

□いやなことやはずかしいこと,危ないことをされたり,させられたりする。 

    □パソコンや携帯電話
けいたいでんわ

でいやなことをされる 

    □その他
た

（                             ）                                  

※そのほか先
せん

生
せい

に知らせたい
しら

ことがあったら書いて
か

ください。 

 

 

 

☆一
ひと

つでもチェックしたものがあればすぐに担任
たんにん

の先生
せんせい

と話
はな

し合
あ

いましょう。 

 

    年
ねん

   組
くみ

 なまえ                   



 


